コトバの音声の諸相 by 柘植 洋一
金沢大学サテライト・プラザミニ講演 
日 時:平成２０年８月３０日（土） 午後２時～３時３０分 
会 場：金沢大学サテライト・プラザ 講義室 
 
演題：「コトバの音声の諸相」 

























































一つの音に一つの意味を結び付ける場合，例えば 50 の音があるとすると 50 の単語を作る






































































































































































































































































































































































































































て，「イタ」の方は 129ｍ秒ですが，「イッタ」の場合ですと 311ｍ秒で 2.5 倍以上の長さを
取っています。私たちは俳句を作ったりするとき，「イタ」は２音、「イッタ」は３音と数
えますが，実際に測ってみると２倍どころではなくてかなり長い秒数がかかっています。 
 これを実験的に，２倍だったらどうなのか，1.8 倍だったらどうなのか，機械で自由に
空白部分を操作できますので，それを聞いてもらって，大体どの辺までの長さだったなら
ば「イタ」と聞いて，どこまでだったら「イッタ」と聞けるのかという実験も簡単にする
ことができます。 
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⑫［aka］［akha］［ak'a］ 
 
 残りの耳慣れない発音を聞いていただこうと思います。［aka］は日本語の「赤い」など
の普通の「アカ」です。その次は［akha］です。息が出る発音，帯気音といいますが，中
国語や韓国語などでは息が出る音か出ない音かというのは非常に重要な違いとしてありま
す。そういった場合には，［ｋ］があって次に息の部分である［ｈ］が続いて［ａ］という
感じになります。最後の発音はあまり耳慣れないと思うのですが，私がやっている言語な
どに見られる［ak'a］というものです。これは［ｋ］で一遍破裂するのですが，無音の部
分があって［ａ］が出てくるという発音です。 
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⑬［apa］［aba］［aɓa］ 
 
 最後に有声音の同じような発音を聞いてみましょう。［apa］［aba］［aɓa］です。［ɓ］と
いうのは入破音（にゅうはおん）という，飲み込むような音です。スペクトログラムに特
徴的な模様があるので，普通の［ｂ］とは違うと区別されます。 
 以上，実際に音声を特にスペクトル分析，音声を周波数成分分析してみると，どういう
ことがそこから言えるかということをお話ししました。また，そこから今申しましたよう
に，いろいろな機械的な操作ができます。例えばアクセントにしてもピッチが出てきまし
たが，それを機械的に変えることが今は簡単にできますので，それをいろいろ変えていく
ことによって大体どこからどこまでの高低の違いだったら「雨」と聞いて，どのぐらいま
で上がれば「飴」と聞かれるかということも簡単に実験することもできるようになってい
ます。市販のソフト以外にも，簡単にただで手に入るソフトもありますので，皆さんも一
度マイクとコンピューターさえあればできるのでやってみて，いろいろな音声を目で見て
楽しんでいただければと思います。 
 今日はこのお話の機会を与えていただきまして，日ごろあまり振り返ることのない音声
について，実際に人間が自分の体の部分をどのように使って出しているのか，また音響的
に見るとどうかということをお話しさせていただきました。 
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質疑応答 
 
（質問者１） 初めてこのようなお話を聞いて，びっくりしました。音声研究が人間社会
やロボットなどと，具体的にどのようにかかわっているのか教えてください。 
 
（柘植） 例えば，私たちはＡＴＭで操作するときなど，いろいろなところで人工的な音
声などを聞いています。そのときにも人間の出す音声を音響的に分析して，その中でどう
いう特徴が大事かということを取り出して，それを新しく合成して作り出し，人間がしゃ
べらなくても済むようにしています。 
 
（質問者１） では，お医者さんが人の声を治すこととも関係があるのですか。 
 
（柘植） もちろん，お医者さんの世界でもこのような知識が基礎にあって，その上でい
ろいろな症状に対応して診断されたりしていると思います。非常にいろいろな広がりがあ
ります。例えば手術で喉頭を摘出された方がそれに替わる音声をどう出すのかという点な
どにもかかわってくるものです。 
 今日のお話は先端の研究でも何でもなくて，非常に基礎的な研究で，こういった研究を
基にして，いろいろな新しい研究がどんどん進んでいる状態です。私が知っているのは言
語学という狭い分野ですが，かなり研究が進んでいる分野だと言えると思います。 
 
（質問者２） 音声が出ないのは［ｐ］［ｂ］［ｔ］［ｄ］だけですか。 
 
（柘植） いえ，もっとあります。音声記号の表で見ていただきますと，あまりご覧にな
ったことのない記号があると思いますが，［ｐ］［ｂ］［ｔ］［ｄ］のほかにも，一番上の段
の音声がそういう仕組みで出される音声です。 
 
（質問者２） 要するに破裂音ですか。 
 
（柘植） そうです。その構えをしている間は全然何も音が出ていないので，出る瞬間に
次の音に移っていくときにそれを私たちは聞いているということです。 
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